
鳥
取
県
発
大
河
ド
ラ
マ 

 

鳥
取
県
内
に
は
、
県
ゆ
か
り
の
歴
史
上
の
人
物

が
埋
も
れ
て
い
る
。
本
会
は
そ
れ
ら
を
主
人
公

に
し
た
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
の
発
掘
を
め
ざ
し
て

い
る
。
今
年
度
は
、「
芋
代
官
・
井
戸
平
左
衛
門

正
朋
」「
亀
井
玆
矩
と
王
舎
城
の
夢
」「
稲
作
技

術
の
進
歩
に
尽
く
し
た
老
農
・
中
井
太
一
郎
」

の
三
テ
ー
マ
か
ら
な
る
魅
力
あ
る
物
語
が
出

揃
い
、
去
る
９
月
７
日
、
倉
吉
立
図
書
館
お
い

て
選
考
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、「
鳥
取
県
社

会
福
祉
協
議
会
・

と
っ
と
り
い
き
い

き
シ
ニ
ア
バ
ン
ク

『
生
涯
現
役
』」と

共
催
し
た
。 

そ
の
結
果
、
２
０
１
９
年
度
歴
史
大
河
ド
ラ
マ

に
「稲
作
技
術
の
進
歩
に
尽
く
し
た
老
農
・中
井

太
一
郎
」を
候
補
と
し
て
決
定
し
た
。 

今
後
、
ド
ラ
マ
（大
河
ド
ラ
マ
だ
け
で
な
く
、 

朝
ド
ラ
や
民
放
テ
レ
ビ
も
含
め
て
）に
取
り
上

げ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
関
係
先
に
働
き
か
け
て

い
く
こ
と
に
な
る
。 

  

な
お
、
選
考
会
後
の
９
月
１２
日
は
「と
っ
と

り
県
民
の
日
」で
あ
る
た
め
、
「鳥
取
県
再
置
と

と
っ
と
り
県
民
の
日
」と
題
し
て
地
域
史
研
究
家

の
小
山
富
見
男
氏
に
ご
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。  

 
 

 

（ 

田
中
精
夫 

記 

）  

選
考
基
準 

 

①
主
人
公
に
、
１
年
（
５０
回
分
）に
わ
た
り
興
味

を
引
き
つ
け
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
か
。 

②
主
人
公
の
人
生
に
、
我
々
に
訴
え
か
け
る
現

代
と
共
通
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
、
テ
ー
マ
性

が
あ
る
か
。 

③
主
人
公
の
人
間
ら
し
さ
・喜
怒
哀
楽
、
主
人

公
を
取
り
巻
く
家
族
愛
や
恋
愛
、
友
人
と
の

絆
、
ラ
イ
バ
ル
と
い
っ
た
人
間
関
係
に
よ
り
、

視
聴
者
に
感
動
を
与
え
る
か
。 

 
 

 

          

   

１
２
月
１
８
日
、
共
同
代
表
の
田
中
精
夫
と
内

田
克
彦
、
及
び
２
０
１
９
年
度
代
表
の
北
村
隆
雄

氏
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
等
候
補
代

表
片
山
長
生
氏
、
小
椋
弘
美
氏
、
四
井
幸
子
氏

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
放
送
局
（局
長 

熊
埜
御
堂
朋
子

氏
）を
訪
問
し
局
長
に
要
望
書
を
提
出
す
る
と

共
に
現
状
の
報
告
を
し
た
。 

「三
愛
の
ク
ニ
へ
～
澤
田
節
蔵
・廉
三
と
美
喜
～
」

の
現
況 

◎
推
進
会
を
立
ち
上
げ
、
定
期
的
に
研
究
会

を
開
催
し
て
い
る
。 

◎
小
説
が
２
作
品
完
成
し
た
。 

 

「赤
と
ん
ぼ
の
母
～
碧
川
か
た
の
生
涯
」現
況 

◎
定
期
的
に
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。 

◎
県
の
補
助
事
業
を
受
け
て
県
内
各
地
で
巡

回
展
を
実
施
し
て
い
る
。 

◎
鳥
の
劇
場
で
龍
野
の
会
と
共
催
し
赤
と
ん

ぼ
の
劇
を
公
開
し
た
。 

 

「怪
僧
・豪
円
」の
現
況 

◎
推
進
会
を
立
ち
上
げ
、
定
期
的
に
研
究
会

を
開
催
し
て
い
る
。 

◎
米
子
、
西
部
地
域
で
紙
芝
居
や
講
演
会
を

開
催
し
好
評
を
博
し
た
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
は
、
本
会
の
活
動
が
広
く
県
民

に
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。 

第 ４ 号 

編
集
発
行 

鳥
取
県
を
舞
台
に
！
歴
史
大
河 

ド
ラ
マ
を
推
進
す
る
会 

事
務
局 

鳥
取
市
佐
治
町
加
茂
七
三
九 

田
中
精
夫
宅 

歴
史
大
河 

2020年1月5日 第4号 鳥取歴史大河ニュース 鳥取県を舞台に歴史大河ドラマを推進する会   Ｐ1 

２０１９年度大河候補認定証の授与（2019.9.7） 

上：候補作品「稲作技術の進歩に尽くした老農・ 

中井太一郎」 

左：北村隆雄氏の発表の様子 

第３回選考会 2019.9.7（倉吉市立図書館） 

参加者：１００名 有効投票数： ８２票 

第
３
回
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
選
考
会 

「
老
農
・
中
井
太
一
郎
」
を
選
出 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
要
請
活
動 



                                   

                                   

                                   

                  

                

 

☆
芋
代
官
・
井
戸
平
左
衛
門
正
朋 

 
 

 
 

 
 

 
 

発
表
者 

根
平
雄
一
郎 

 

弓
ヶ
浜
に
住
む
人
々
は
、
砂
浜
で
米
が
で
き
な
い
の
で
芋
を
食
べ
て
生
き
延
び
て
き
た
。
米
ど

こ
ろ
の
米
子
の
人
々
か
ら
「
浜
の
芋
太
」
と
バ
カ
に
さ
れ
た
が
、
飢
饉
の
と
き
も
、
戦
時
中
の
食

糧
難
の
時
代
も
、
芋
を
食
べ
て
生
き
延
び
た
人
々
は
「
粘
り
強
さ
」
と
か
「
進
取
の
気
質
」
等
の

人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
明
治
時
代
、
境
港
で
教
師
を
し
て
い
た
足
立
儀
代
松
は
、
当
地
の
若

者
を
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
に
多
数
移
民
さ
せ
た
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
足
立
は
ま
さ
に
そ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
弓
ヶ
浜
に
芋
が
植
え
ら
れ
た
の
は
、
１
７
８
０
年
の
こ

と
。
境
村
の
幸
次
郎
が
石
見
国
の
船
頭
に
種
芋
を
も
ら
い
植
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
こ
の

お
か
げ
で
農
業
に
不
向
き
で
あ
っ
た
弓
ヶ
浜
の
人
た
ち
が
飢
饉
か
ら
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
山
陰

に
芋
栽
培
を
奨
励
し
人
々
の
飢
え
を
救
っ
た
の
は
、
石
見
銀
山
の
代
官
、
井
戸
平
左
衛
門
で
あ
る
。

彼
が
江
戸
か
ら
赴
任
し
活
躍
し
た
の
は
１
７
３
２
年
ご
ろ
と
い
う
。
平
左
衛
門
の
お
陰
で
山
陰
の

村
々
で
芋
栽
培
が
始
ま
り
、
山
陰
の
人
々
は
飢
饉
か
ら
救
わ
れ
た
。
そ
の
ド
ラ
マ
を
紹
介
す
る
も

の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

☆
近
代
稲
作
の
父 

～
中
井
太
一
郎 

 
 

 
 

 
 

発
表
者 

北
村
隆
雄 

久
米
郡
小
鴨
村
（
現
在
の
倉
吉
市
）
の
出
身
で
、
明
治
時
代
に
お
い
て
農
業
改
良
に
一
生

を
捧
げ
た
。
①
日
本
で
初
め
て
「
田
植
え
定
規
」
を
考
案
し
、
全
国
に
【
正
条
植
え
】
を
普

及
し
て
回
っ
た
。
こ
の
「
稲
」
を
等
間
隔
に
植
え
る
正
条
植
え
は
、
い
ま
で
は
田
植
え
機
に

引
き
継
が
れ
、
省
力
化
や
病
害
虫
に
強
い
米
づ
く
り
を
実
現
し
た
。
②
「
水
田
中
耕
除
草
機
」

通
称
【
太
一
車
】
を
発
明
し
て
雑
草
取
り
と
い
う
重
労
働
か
ら
米
づ
く
り
農
家
を
解
放
し
、

米
の
生
産
性
向
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
こ
の
太
一
車
は
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な

ど
で
も
使
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
③
太
一
車
の
特
許
取
得
が
契
機
に
な
り
好
意
的
に
雑
誌
に

掲
載
さ
れ
、
実
際
に
農
民
の
作
業
が
楽
に
な
り
農
作
業
や
生
活
を
大
き
く
変
え
て
き
た
。
こ

の
頃
か
ら
【
全
国
巡
回
】
が
始
ま
っ
た
。
④
太
一
郎
は
学
術
研
究
を
ま
と
め
る
。「
帝
国
農

家
結
合
」
会
員
と
な
り
役
員
に
任
命
さ
れ
、
農
業
や
人
間
の
生
き
方
を
発
信
し
た
。
⑤
【
地

元
】
で
は
倉
吉
農
学
校
教
授
に
任
命
さ
れ
後
輩
を
育
て
た
。「
鳥
取
県
農
会
」
が
発
足
し
、

そ
の
名
誉
会
員
と
な
っ
て
力
を
注
い
だ
。 

  

 

☆
亀
井
玆
矩
と
王
舎
城
の
夢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
発
表
者 

田
中
精
夫 

亀
井
玆
矩
は
、
１
５
５
７
年
玉
湯
町
に
誕
生
。
尼
子
氏
が
滅
亡
後
に
流
浪
の
身
と
な
り
各
地
を

放
浪
し
た
。
１
５
６
８
年
ご
ろ
京
都
で
山
中
鹿
介
に
出
会
い
尼
子
再
興
軍
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
鹿
介
と
義
兄
弟
と
な
り
、
因
幡
各
地
で
転
戦
し
１
５
７
３
年
に
は
、
１
７
歳
で
八
頭
町
の
私

都
城
主
と
な
っ
た
。
毛
利
軍
に
追
わ
れ
、
因
幡
を
退
い
た
後
に
信
長
の
配
下
で
戦
っ
た
。
上
月
城

合
戦
で
尼
子
氏
が
滅
亡
後
、
鹿
介
の
志
を
引
き
継
ぎ
、
因
幡
の
地
に
尼
子
一
族
を
根
付
か
せ
た
。 

 

秀
吉
に
仕
え
て
、
１
５
８
１
年
の
鳥
取
城
攻
略
で
大
功
を
挙
げ
、
因
幡
鹿
野
城
主
に
任
命
さ
れ

１
万
３
千
５
百
石
を
領
し
た
。
玆
矩
は
、
秀
吉
か
ら
「
琉
球
の
守
」
の
称
号
を
賜
っ
た
。
玆
矩
は

海
外
に
目
を
向
け
る
剛
勇
の
者
と
し
て
称
え
ら
れ
た
。
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
で
水
軍
に
属
し
て
李
舜

臣
と
唐
浦
海
戦
で
戦
い
、
秀
吉
か
ら
賜
っ
た
金
団
扇
を
奪
わ
れ
た
が
、
現
地
で
一
躍
有
名
と
な
っ

た
。
固
城
城
で
の
守
備
、
釜
山
機
長
城
で
の
中
国
・
朝
鮮
軍
の
撃
退
な
ど
数
々
の
戦
功
を
挙
げ
凱

旋
し
た
。
秀
吉
の
死
後
、
関
ヶ
原
合
戦
で
東
軍
に
属
し
勝
利
し
た
。
長
束
正
家
の
城
受
け
渡
し
で

功
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
鳥
取
城
受
け
渡
し
に
苦
戦
し
、
家
康
に
鹿
野
３
万
８
千
石
の
城
主
に
と

ど
め
置
か
れ
た
。
後
、
玆
矩
は
城
下
の
整
備
と
、
殖
産
興
業
に
尽
く
し
藩
民
に
慕
わ
れ
た
。
１
６

１
２
年
当
地
に
没
し
た
。
信
長
、
秀
吉
、
家
康
の
時
代
に
、
海
外
貿
易
を
夢
見
て
、
機
敏
な
行
動

力
と
交
渉
力
で
活
路
を
切
り
開
い
て
い
く
玆
矩
を
華
や
か
な
安
土
桃
山
文
化
の
時
代
風
景
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

2020年1月5日 第４号 鳥取歴史大河ニュース 鳥取県を舞台に歴史大河ドラマを推進する会   Ｐ２ 
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選

考

会

候

補

者

の

発

表

紹

介

》 
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鹿野城復元図試案（田中精夫作） 



 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

作
家
山
田
風
太
郎
の
エ
ッ
セ
イ
に
、
次
の
よ 

 
 

「碧
川
か
た
を
朝
ド
ラ
の
主
人
公
に
す
る

会
」 

（通
称
か
た
の
会
）は
偶
然
と
必
然
が
重
な

り
合
っ
て
生
ま
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私

と
鳥
取
の
繋
が
り
も
同
じ
で
す
。
私
は
た
つ
の
ふ

る
さ
と
ガ
イ
ド
を
し
て
十
年
に
な
り
ま
す
が
、

ガ
イ
ド
の
知
識
は
『碧
川
か
た
は
龍
野
の
三
木
家

を
追
わ
れ
東
大
看
護
専
門
養
成
所
に
入
学
し
た
』

所
ま
で
で
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
齢
者
大
学
で
論
文
を
書
く
機
会
を
与
え

ら
れ
書
く
な
ら
露
風
の
母
碧
川
か
た
を
調
べ
て

み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
為 

鳥
取
の
か
た

の
生
家
や
わ
ら
べ
館
の
顕
彰
碑
を
訪
れ
、
偶
然
に

も
か
た
の
朗
読
劇
に
出
合
っ
た
の
で
し
た
。
予
感

と
言
い
ま
す
か
佐
々
木
千
代
子
さ
ん
に
「連
絡

先
を
教
え
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
？
」と
申
し
出

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
に
繋
が
っ
て
い
る
の
が
不
思

議
で
す
。 

か
た
の
人
生
は
連
続
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
ど
ん

ど
ん
前
に
走
り
出
し
、
母
と
し
て
妻
と
し
て
社

会
運
動
家
と
し
て
様
々
な
難
所
に
ぶ
つ
か
る
度

に
見
事
に
乗
り
越
え
て
い
く
様
は
と
て
も
心
地

良
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
乱
の
時
代
に

自
ら
の
意
志
を
貫
き
通
し
、
弱
い
立
場
の
人
々

に
惜
し
み
な
く
愛
を
与
え
力
を
注
い
だ
生
き
方

に
尊
敬
の
念
を
抱
く
と
共
に
「人
の
生
き
方
は
地

位
や
名
誉
や
財
産
で
な
く
ど
れ
だ
け
人
の
為
に

生
き
ら
れ
た
か
？
」が
大
切
と 

改
め
て
そ
ん
な

思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。 

か
た
の
会
が
発
会
し
て
二
年
の
歳
月
が
経
ち

ま
し
た
が
、
全
速
力
で
駆
け
抜
け
て
来
た
様
な

気
が
し
ま
す
。
活
動
内
容
は
か
た
サ
ー
ク
ル
（月

二
回
勉
強
会
）、
署
名
活
動
、
出
張
講
座
、
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
市
民
劇
団
わ
く
わ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
創
作
劇
「赤
と
ん
ぼ
よ
永
遠
に
」（鳥
取

講
演
ト
リ
ノ
劇
場
・十
一
月
九
日
・
十
日
公
演
）

紙
芝
居
、
か
た
の
歌
、
た
つ
の
市
役
所
玄
関
に
懸

垂
幕
取
付
け
、
令
和
元
年
夏
に
は
Ｊ
Ｒ
本
竜
野

駅
に
赤
と
ん
ぼ
の
曲
が
流
れ
ま
す
。
ま
た
文
中

智
子
氏
の
熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
た
「女
権
の
現

代
訳
」の
発
行
と
ま
す
ま
す
拡
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
「女
権
」は
か
た
の
神
髄
で
あ
り
、
現
代
の

女
性
の
生
き
方
に
指
針
を
示
し 

女
性
進
出
社

会
に
お
け
る
応
援
歌
だ
と
思
い
ま
す
。 

か
た
の
人
生
が
テ
レ
ビ
放
映
化
に
よ
っ
て 

よ

り
多
く
の
人
々
が
か
た
の
人
生
に
共
感
し
、
自

立
し
た
女
性
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会

に
つ
な
が
る
こ
と
を
切
に
願
い
こ
の
会
を
立
ち
上

げ
た
次
第
で
す
。 

 

二
〇
一
九
年
大
河
ド
ラ
マ
「い
だ
て
ん
」が
過

去
最
低
視
聴
率
の
八
・二
％
で
終
わ
っ
た
。
時
代

が
明
治
大
正
と
現
在
（一
九
六
〇
年
代
）と
を

行
き
来
し
、
人
物
も
金
栗
四
三
・田
畑
政
治
・古

今
亭
志
ん
生
が
入
替
り
立
替
り
に
登
場
し
た
た

め
、
視
聴
者
が
複
雑
だ
と
思
っ
て
見
な
く
な
っ
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
私
は
さ
す
が
ク
ド
カ
ン
脚
本
と
、

そ
の
複
雑
さ
を
堪
能
し
、
毎
回
楽
し
ん
で
見
た
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
政
治
と
の
絡
み
に
つ
い

て
、
➀
一
九
四
〇
年
東
京
五
輪
招
致
に
対
し
て

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
ロ
ー
マ
立
候
補
を
取
り
下
げ
て

く
れ
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
働
き
か
け
た
の
は
、
そ
の

後
の
日
独
伊
三
国
同
盟
締
結
へ
の
底
流
が
背
景

に
あ
っ
た
こ
と
。
②
、
一
九
六
四
年
東
京
五
輪
の

二
年
前
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ

ア
競
技
大
会
で
、
台
湾
・イ
ス
ラ
エ
ル
選
手
団
に

入
国
許
可
を
出
さ
な
か
っ
た
の
は
、
ス
カ
ル
ノ
大

統
領
の
中
国
・ア
ラ
ブ
諸
国
へ
の
政
治
的
配
慮
で

あ
り
、
日
本
の
参
加
に
批
判
が
起
こ
り
田
畑
の

辞
任
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
、
な
ど
キ
ッ
チ
リ
押
さ

え
て
い
た
。 

さ
ら
に
、
登
場
人
物
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ

も
の
の
、
役
柄
と
し
て
は
登
場
し
な
か
っ
た
鳥
取

ゆ
か
り
の
人
物
を
探
し
出
し
て
は
楽
し
ん
だ
。

例
示
す
る
と
三
島
弥
彦
と
大
村
一
蔵
、
永
井
道

明
と
三
橋
喜
久
雄
、
人
見
絹
枝
と
三
橋
義
雄
、

市
川
崑
と
碧
川
道
夫
な
ど
。 

「い
だ
て
ん
」は
永
遠
に
再
生
さ
れ
続
け
る
こ

と
を
、
一
大
河
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
と
し
て
断
言
し
た

い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（内
田
克
彦
） 

中
部
開
催
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
昨
年
の
西
部

地
区
開
催
に
引
き
続
き
、
中
部
の
方
の
大
河
ド

ラ
マ
へ
の
想
い
を
感
じ
た
大
会
で
あ
っ
た
。 

開
催
地
、
北
村
隆
雄
氏
の
発
表
は
見
事
な
も

の
で
あ
っ
た
。
ド
ラ
マ
化
へ
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
中
井
太
一
郎
が
稲
作
の
近
代
化

の
た
め
に
、
日
本
各
地
を
訪
れ
、
彼
の
発
明
し
た

除
草
機
や
道
具
を
使
っ
て
、
人
々
を
説
き
、
人
々

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
っ
た
か
を
、
熱
く
物

語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
活
動
な
く
し
て
、
日

本
の
農
業
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
技
術
や

精
神
は
今
で
も
開
発
途
上
国
に
根
付
き
世
界
の

食
料
生
産
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ぜ

ひ
、
彼
の
物
語
を
大
河
ド
ラ
マ
と
し
て
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。 

残
念
な
が
ら
選
外
と
な
っ
た
根
平
雄
一
郎
さ

ん
に
も
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。
氏
は
境
港
か
ら
の

初
の
参
加
で
あ
っ
た
。
氏
が
発
表
し
た
芋
代
官
・

井
戸
平
左
衛
門
は
、
短
期
間
で
あ
る
が
江
戸
か

ら
山
陰
地
方
に
赴
任
し
、
人
々
に
多
大
な
影
響

を
与
え
、
人
々
の
飢
え
を
救
っ
た
傑
物
で
あ
る
。

食
は
人
間
の
生
活
の
基
本
で
あ
る
。
今
後
日
本

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
源
は
農
業
に
あ
る
に
違
い

な
い
。
鳥
取
発
の
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
河
ド

ラ
マ
を
鳥
取
発
で
生
み
出
し
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

田
中
精
夫) 

特

別

寄

稿 
「
碧
川
か
た
を
朝
ド
ラ
の
主
人

公
に
す
る
会
を
立
ち
上
げ
て
」 
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